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富山ろうさい病院では、毎月、ケーブルテレビ「NICE TV」による行政番組

「まちかど魚津」に、各診療科の医師が出演し、最新の医療情報を提供しています。

放送日程：2026 年 2 月 1 日～ 2 月 15 日

放送時間：①午前７時　 ②午後１時　③午後５時　  ④午後 10 時

「（仮）自覚症状が無い怖い目の病気 ～高齢者の眼科検診のおすすめ～ 」
（出演者）眼科部長　小澤　由明

【過去の放送はこちらから】
URL https://www.toyamah.johas.go.jp/movie/

過去の放送はこちらの

QRコードからも確認できます。

昨年１０月より、当院眼科の受診ルールを変更いたしました。

これまでは「完全紹介予約制」としており、当院眼科を受診する際には、まず、

診療所を受診して紹介状を作成していただき、その診療所から当院眼科の予約をとっ

ていただく必要がありました。

この方式をとっていた理由は、病院と診療所の役割分担（病診連携）を進める国

の制度により、紹介および予約の有無によって「初診料」と「診察待ち時間」に大き

な差が生じるためです。診療所の紹介状がない初診の場合は、通常より7,700円支払いが多くなります。また、

当院眼科では予約患者さんを優先して診察するため、予約のない患者さんは診察までの待ち時間が長くなる

場合があります。こうした患者様のご負担を少しでも減らすべく、直接の受診をできるだけ控えていただき、

先に診療所を受診していただくようお願いしてきました。しかしながら、診療所にとっては紹介手続きに手

間がかかることもあって、当院眼科への紹介患者さんが減少し、病院経営にも影響を及ぼすという課題があ

りました。

そこで当院では、こうした状況を踏まえて、「原則予約制」へと受診方法を変更いたしました。今後は、

当院眼科を受診希望される患者様に対して、事前に診療所を受診していただく必要はありません。「診療所

からの紹介状をお持ちいただく方が初診料は安い」ことをご説明したうえで、紹介状の有無を問わずどなた

でも受診予約できます。なお、予約に関する費用やキャンセル料はかかりません。

さらに、昨年10月には後述のような「最新の検査機器を導入」し、より精度の高い診断と患者様にとって

有益な診療を提供できる体制が整いました。これからも地域の皆様に安心して受診していただける眼科医療

を目指してまいります。どうぞお気軽にご相談ください。

（２ページ目に続く）

2月 当院眼科が受診しやすく

なり、 緑内障検診も開始

しました
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★新たに導入された検査機器

（１）OCTA（Optical Coherence Tomography Angiography：光干渉断層血管撮影）

造影剤を使わずにOCT（光干渉断層計）の技術を応用し、網膜や脈絡膜の血管内の血流を3次

元的に可視化する非侵襲的な検査です。従来の造影剤を使う検査（蛍光眼底造影）に比べ、アレル

ギー反応のリスクがなく、検査時間が短く、繰り返し検査できるため、糖尿病網膜症、加齢黄斑変

性、緑内障などの血管病変の診断や病状把握に非常に有用で、徐々に普及しつつありますが、設置

されている医療機関はまだ少ないと思います。当院は、急性閉塞隅角緑内障発作のリスク評価や角

膜の歪みも評価できる「前眼部OCT」の機能も装備された機器ですのでより安心です。

（２）超広角眼底カメラ

広範囲の網膜を一度に撮影できる医療機器で、散瞳（瞳孔を開く処置）が不要な場合が多く、糖

尿病網膜症や網膜裂孔などの診断に特に有用です。当院は、最も画角の広いタイプのカメラですの

で、眼底を隅々まで撮影でき、再周辺部の小さな病変も発見できます。こちらの機器も設置されて

いる医療機関はまだ少ないと思います。

≪緑内障検診の開始について≫≪緑内障検診の開始について≫

今年の2月から緑内障検診を始めました。（３ページ目もご参照ください。）

緑内障とは、徐々に見える範囲が狭くなっていく病気で、日本での中途失明原因の第１位の疾患

であり、40歳以上の20人には１人は緑内障であるという統計データがあります。

現在のところ、根本的な治療法はありませんが、点眼薬や手術などで進行を遅くすることが可能で

す。したがって、早期発見・早期治療が極めて重要な疾患の一つです。

検診は数分で終わり、眼科専門医による判定結果を後日郵送いたします。また、白内障など緑内障

以外の病気も見つかれば同様に判定結果を郵送いたします。忙しい方でも、眼科を受診して診察待ち

などで時間を浪費せず、気軽に自分が緑内障になっていないか知ることができます。緑内障は殆どの

場合ゆっくり進行しますので、年に一回この検診をご利用いただければ安心かと思います。

保険外診療ではありますが、保険診療での紹介状なしの初診よりも安い 2,7502,750円円  で受けられる

ようにいたしましたので、是非ご利用いただければと思います。

視神経が圧迫され狭まっていく緑内障患者の視界（右に行くほど進行）

>>> 病院からのお知らせ>>> 病院からのお知らせ

当院への受診は、紹介状のご持参と事前の診療予約の取得をお勧めしております。

事前に診療予約をしていただきますと、待ち時間が短縮できます。
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